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弘前市民参画センター参画だより

11
月
25
日
�
土
�
�
弘
前
市
主
催
�
ひ

と
に
や
さ
し
い
社ま

会ち

推
進
講
演
会
�

が
弘
前
市
五
所
の
中
央
公
民
館
相
馬

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
�

前
半
は
�
気
づ
き
か
ら
の
は
じ
ま

り
�
視
点
を
変
え
る
と
自
分
が
か
わ

る
�
�
と
題
し
て
�
川
口
浩
一
さ
ん

�
Ａ
Ｔ
Ｖ
ア
ナ
ウ
ン
サ
�
�
が
講
演
�

�
女
性
の
地
位
向
上
や
雇
用
機
会
の

均
等
な
ど
の
女
性
問
題
は
�
よ
く
考

え
て
み
る
と
�
男
性
の
こ
と
を
考
え

る
こ
と
に
な
り
�
女
性
が
差
別
さ
れ

る
社
会
は
�
男
性
を
も
差
別
し
て
い

る
と
気
づ
い
た
�
自
分
が
楽
し
く
い

き
い
き
と
暮
ら
す
に
は
�
差
別
の
な

い
社
会
を
自
分
の
周
り
に
築
く
こ
と

が
必
要
�
と
話
し
ま
し
た
�

ま
た
後
半
で
は
�
生
活
の
見
直
し

や
改
善
を
す
す
め
る
活
動
を
し
て
い

る
柴
祐
子
さ
ん
�
弘
前
友
の
会
�
と
�

子
育
て
支
援
活
動
を
し
て
い
る
安
田

雪
子
さ
ん
�
ゆ
う
ゆ
う
童
夢
�
が
活

動
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
�

10
月
28
日
、「
第
３
回
市
民
参
画

セ
ン
タ
ー
交
流
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
12
年
10
月
に
、
弘
前
市
の
男

女
共
同
参
画
推
進
の
拠
点
施
設
と
し

て
誕
生
し
た
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
。

利
用
者
数
は
毎
年
約
３
万
人
近
く
に

上
り
ま
す
。
交
流
ま
つ
り
は
、
ふ
だ

ん
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
団
体

が
実
施
委
員
と
な
り
、
自
分
た
ち
の

活
動
を
市
民
に
広
く
紹
介
し
、
交
流

を
図
る
た
め
に
年
１
回
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
毎
回
趣
向
を
凝
ら

し
た
催
し
物
が
企
画
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
弘
前
支
局
長
の

山
本
和
之
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演

「
忍
耐
の
、
そ
の
先
に
!!
」
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
貧
し
い
生
活
か
ら
生

ま
れ
た
津
軽
女
性
の
手
仕
事
「
こ
ぎ

ん
刺
し
」
や
、
広
島
で
出
会
っ

た
女
性
の
活
動
を
例
に
挙
げ
、

「
男
性
の
よ
う
に
利
益
率
を
追

求
す
る
の
で
は
な
く
、
穏
や
か

な
日
常
を
追
求
で
き
る
の
が
女

性
の
良
さ
。
男
性
と
肩
を
並
べ

て
働
く
こ
と
が
す
べ
て
で
は
な

く
、
生
活
者
の
視
点
か
ら
命
を

育
み
、
平
和
を
守
る
活
動
を
続

け
る
こ
と
も
社
会
参
画
の
ひ
と

つ
の
あ
り
方
」
と
、
男
女
共
同

参
画
社
会
に
つ
い
て
の
考
え
を

述
べ
ま
し
た
。

記
念
講
演
に
引
き
続
き
、
絵

本
の
朗
読
劇
、
人
権
や
環
境
問

題
を
考
え
る
ビ
デ
オ
上
映
、
活

動
の
パ
ネ
ル
展
示
や
工
芸
品
の

販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

新弘前市誕生記念　第３ 回　市民参画センター交流まつり　開催

記念講演は超満員

さまざまな団体が活動をパネルで紹介最後はみんなで大合唱 福祉施設の手工芸品や
園芸作物も販売

エコクラブの小学生による
酸性雨測定実験

楽しくいきいき暮らすために



弘
前
市
周
辺
で
活
躍
し
て
い
る

�女�
�

�
団�

�

体�
�

�
を
紹
介　

№ 7

◆
弘
前
文
学
学
校
と
は
？

小
説
、
詩
、
エ
ッ
セ
イ
、
自
分
史

の
書
き
方
を
基
本
に
、文
学
的
教
養
、

そ
し
て
、
ど
う
生
き
る
か
ま
で
学
ぶ

学
校
で
す
。

◆
�
弘
前
文
学
学
校
�
を
つ
く
�
た

き
�
か
け
は
？

弘
前
き
ら
め
き
女
性
塾
※

を
終

え
、自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
？

と
考
え
ま
し
た
。「
男
も
女
も
自
立
す

る
に
は
精
神
的
自
立
が
大
事
。
そ
の

た
め
に
、
自
分
と
い
う
も
の
を
し
っ

か
り
知
る
必
要
が
あ
る
。
自
分
は
ど

こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
、

今
自
分
は
ど
こ
に
立
っ
て
い
る
の

か
、
人
間
が
生
き
る
の
に
一
番
大
切

な
も
の
は
何
か
？
」な
ど
な
ど
。年
々

目
ま
ぐ
る
し
く
な
る
社
会
で
す
が
、

じ
っ
く
り
物
を
考
え
、活
字
に
で
き

る
場
を
作
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

※
平
成
11
年
〜
15
年
の
５
年
間
、
弘
前
市

主
催
で
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を

目
指
し
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

（
力
を
つ
け
る
・
引
き
出
す
）
の
た
め

の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
設
さ
れ
た
。

◆
活
動
内
容
は
？

５
人
の
専
任
講
師
と
５
人
の
特
別

講
師
が
い
ま
す
。
文
章
の
書
き
方
は

も
ち
ろ
ん
、
生
き
方
、
物
の
考
え
方

な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
年
１
回
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
海
か
山
）
で

は
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
最
後
に

は
作
品
集
を
出
版
し
、
文
芸
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
毎
年
多
数
の
方
が
入
選

し
て
い
ま
す
。

◆
会
員
�
あ
る
い
は
仲
間
を
募
集
し

て
い
ま
す
か
？

正
式
に
は
、
年
度
初
め
に
募
集
し

ま
す
が
、
入
学
は
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
現
在
は
約
25
人
が
学
ん
で
い
ま

す
。
10
代
か
ら
80
代
と
年
齢
層
も
幅

広
く
、
様
々
な
職
業
の
方
も
い
て
、

出
会
い
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
い
い
出
会
い
が
人
生

を
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
抱
負
は
？

「
文
学
学
校
に
入
っ
て
本
当
に
良

か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
学
校
に
し
て
い
き
た
い
。「
文
は

人
な
り
」
と
言
い
ま
す
。
自
分
を
磨

く
こ
と
が
人
を
感
動
さ
せ
る
文
章
を

書
く
こ
と
に
通
じ
て
い
く
と
思
う
の

で
、
常
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
け
る
環

境
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
最
後
に
ひ
と
言
！

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
は
ど

ん
な
社
会
な
の
か
？
と
時
々
考
え
ま

す
。
ひ
と
言
で
言
え
ば
「
お
互
い
相

手
を
尊
重
す
る
こ
と
」
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
！　

職
場
で
も
、
家
庭

で
も
、
学
校
で
も
相
手
を
尊
重
し
て

い
な
い
よ
う
な
言
動
の
女
性
（
自
分

も
含
め
）
が
、
年
々
多
く
な
る
よ
う

な
気
が
す
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
。
男
性
に
変
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
な
ら
ま
ず
、
女
性
（
自
分
）
が
ひ

と
ま
わ
り
大
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
と

思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。

《
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
》

弘
前
市
広
野
１

－

３

－

23
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（
渋
谷
）

�
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
？
�

弘
前
文
学
学
校　

事
務
局　

渋
谷
江
津
子
さ
ん

勉強風景、皆が真剣です

真夏なのにバックは南極？
まさに白岩です

入賞記念にパチリ

日
時
・
毎
月
、
第
一
、
第
二
、
第
三
金
曜
日
、

夜
６
時
30
分
か
ら
８
時
30
分

場
所
・
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
を
主
な
会
場
と
し
て

い
ま
す

活動日時



職場に働く人が性別により差別されることなく、また、働く女性が母性を
尊重されつつ、その能力を十分発揮することができる雇用環境を整備するた
め、性別による差別禁止の範囲の拡大、妊娠等を理由とする不利益取扱いの
禁止等を定めた改正男女雇用機会均等法がスタートします。

母
子

手
帳

１．男女雇用機会均等法関係
（１）男女双方に対する差別禁止、間接差別禁止等性

別による差別禁止の範囲の拡大。
（２）妊娠、出産等を理由とする解雇に加え、不利益

取扱いの禁止を新設。
（３）職場におけるセクシュアルハラスメント防止対

策の拡充。
→従来の配慮義務を措置義務に拡充し、男性労
働者も防止対策の対象に。

（４）ポジティブ・アクション（女性労働者の能力発
揮を促進するための積極的取組）を行う事業主
が、その実施状況を開示する際に国が援助でき
る旨追加。

（５）企業名公表や個別紛争解決援助制度の対象とな
る。
→上記（１）、（２）、（３）に加え、母性健康管
理についても、企業名公表及び調停等紛争解
決援助制度の対象となる。

（６）均等法に基づく報告をしない又は虚偽の報告を
した事業主に対する過料の創設。

２．労働基準法関係
女性の坑内労働について、女性技術者が管理・監
督業務を行えるよう、規制を緩和。

問い合わせ先
１．男女雇用機会均等法関係…青森労働局雇用均等室

（TEL　017-734-4211）
２．労働基準法関係…青森労働局労働基準部監督課

（TEL　017-734-4112）

※詳しくは厚生労働省ホームページ
（http://www.mhlw.go.jp/）でもご覧になれます。

年度別
利用場所

利用者数
17 年度 16 年度

グループ活動室（有料） 13,160 12,867
ふれあいホール等（無料） 12,335 15,271
利用者数計（小計） 25,495 28,138

見学者 29 88

合　計 25,524 28,226

利用
件数

17 年度 16 年度

件数 子ども
の数 件数 子ども

の数
個人 1,213 1,411 1,253 1,438
団体 50 385 57 399

計 1,263 1,796 1,310 1,837

利用団体

利用目的

公共団体 一般団体 合計
件数 人数 件数 人数 件数 人数

会議 12 270 349 4,535 361 4,805
講習会・研修会・
勉強会・講座

8 210 535 6,902 543 7,112

講演会・フォーラム 6 270 2 70 8 340
その他 11 700 17 203 28 903
合計 37 1,450 903 11,710 940 13,160

300
250
200
150
100
50
0
保
育
施
設
の
迎
え

そ
の
他

回
復
期
の
病
児
預
か
り

保
護
者
の
勉
強
・
講
習
会

保
護
者
の
病
気
・
急
用

保
育
施
設
開
始
前
預
か
り

保
育
施
設
の
送
り

小
学
校
の
迎
え

習
い
事
へ
の
送
り

保
護
者
の
社
会
参
加

学
童
の
放
課
後
の
援
助

帰
宅
後
の
援
助
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247

154162
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55

男女雇用機会均等法が改正されます
－　平成 19年 4月 1日スタート　－

改正のポイント

平成 17年度
利用状況報告

↑　市民参画センター利用者数
↓　活動室利用目的別件数・人数

↑　利用件数・人数

↓　利用内容内訳（個人）

レターケース（無料） 64 団体用ロッカー（有料） 22

↓　レターケース・団体用ロッカー利用件数



弘前市民参画センター

編集　メディア部会

〒 036-8355　弘前市元寺町 1-13

TEL　0172-31-2500

FAX　0172-36-1822

開館時間　9:00 ～ 22:00

休館日　12 月 28 日～１月３日

本 の 紹 介

タイトル

『世界がもし 100 人の村だったら』

世界が100 人だったら、
女性は52人、 男性は48人

再話　池田香代子　対訳　C. ダグラス・ラミス　
発行所　マガジンハウス

2001 年、世界中を感動でつつんだインターネットの民話があっ
た。インターネット・フォークロア（インターネット上の民話）「ネ
ットロア」という。これは日本で広まった「ある学級通信」とい
うネットロアを 1冊の絵本にまとめたものである。
2001 年 3月、ネットロア「グローバル・ヴィレッジ」をアメリ

カの友人から英語で受け取った中野裕弓氏がそれを訳して口語で
伝えたり、ネットに流したりしたものが「ある学級通信」に姿を
変え、同年 9月以降急速に広まったという。
「世界には 63億人の人がいますがもしもそれを 100 人の村に
縮めるとしたらどうなるでしょう。」「100 人のうち 52人は女性
で 48人が男性です。」「30人が子どもで 70人が大人、大人のう
ち 7人がお年寄りです。」というように進んでいく。自分が 100
人のうちのどこに位置しているのかを知ると同時に、世界には「家
がない人」、「字を読めない人」、「食べるものがない人」たちがた
くさんいることが分かる。
親子で絵を見ながら読むのもよし、悲しいとき、寂しいとき、
嬉しいときに読むのもよし。読むたびに新しい発見があり、考え
させられる。この本に登場する数字はメール版とは異なる部分が
あるとのこと。2001 年現在の各種統計、年鑑、各専門機関に照
らし合わせ、より近い数値に修正しているという。
後半の解説の部分では、中野氏が日本語に訳した全文も掲載さ
れ、もともとのオリジナル「ザ・グローバル・シチズン　村の現
状報告」と日本にたどり着いたネットロアを対比させ、その違い
も解説されていて、興味深い内容になっている。
現在『世界がもし 100 人の村だったら４』まで発行されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　Komori

世界がもし 100 人の村だったら「オフィシャルサイト」
http://www.magazine.co.jp/100people/

（弘前市民参画センター利用団体紹介）

今から７年ほど前、神戸で中学生が障がいを持つ
小学生の命を奪うという衝撃的な事件があった。そ
してその後、16歳の思春期に入った青年前期の悲し
い事件が続いた。その頃、私たち大人にできること
は何だろうと考え込まされた。
かけがえのない存在である一人ひとりの子どもた

ちを守るために、何をしたらよいか、子育ての不安
や悩みを抱える父母や先生方の知恵と力を寄せ合う
継続的な集まりを持とう、と有志 26 人が呼びかけ
人となって、2000 年子どもの日、５月５日にアピー
ルを出し、30 余名で結成総会を持った。子どもの発
達・不登校・いじめ・学力・テレビゲーム・父母と
学校の関わり方・よい文化を広める・平和のことな
ど多岐にわたって例会や講演会を持って今日に至っ
ている。
現在会員 60名ほど。今年の大きな企画はドキュ

メンタリー映画「こんばんは」上映。300 人の観客
に深い感動を与えた。子どもにとって、学校とはど
うあるべきか。生きる勇気と学ぶ喜び、支え合い励
まし合いながら、子どもたちに希望を育

はぐく

んでいく教
育の在り方など、混迷する社会の中で、この夜間中
学の姿は、大きな導きの灯といってよかった。
現在、1月末の小さな例会の準備を進めている。

愛
ラヴ・アンド・ピース

と平和の眼で足許を見つめることの大切さがテ
ーマになっている。　　　　　　会長　佐藤豊彦

編
集
後
記

前
号
か
ら
、
参
画
だ
よ
り

作
成
の
際
に
使
用
す
る
ソ
フ
ト

を
新
し
く
し
ま
し
た
。
よ
り
見

や
す
く
充
実
し
た
誌
面
に
す
る

た
め
に
、
今
後
も
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
記
事
と
し

て
紹
介
し
て
ほ
し
い
人
や
話
題

な
ど
が
あ
れ
ば
、
下
記
連
絡
先

ま
で
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
参
画
だ

よ
り
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご

感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｎ　

★新弘前市誕生記念　ひとにやさしい社
ま

会
ち

推進講演会
「気づきからのはじまり」～視点を変えると自分がかわる～
講 師：川口浩一さん（ＡＴＶアナウンサー）
日 時：平成 19年 2月 24日（土）　13：30～ 15：30
場 所：中央公民館岩木館大ホール
入場料：無料
託児室：準備します（事前に申し込みが必要です）
主 催：弘前市
問合先：弘前市民参画センター（TEL　0172-31-2500）

今号から、男女共同参画推進のために活動しているグループから
のお知らせも掲載することになりました。次号は 3 月中旬の発行
予定です。掲載希望の場合は当センターまでご連絡ください。

（誌面の都合により掲載できないこともあります。）

お知らせコーナー

《弘前子どもを守る会》

かけがえのない存在を守るために

参
会
者
の
心
が
和
む
よ
う

に
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す

チラシの作り方

講師の選任・交渉

★男女共同参画推進のための講座
「企画・運営方法を学ぶ」
講 師：下村美恵子さん（さいたま市男女共同参画センター）
日 時：平成 19年 2月 10日（土）　10：00～ 16：30
場 所：弘前市民参画センター　3Ｆ
入場料：1000 円
定 員：20 名
主 催：じぇんだぁ学習グループ～きづき～
問合先：千葉さん（TEL　0172-27-5780）

地域活動の発表


